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○ 動物の世話管理実習Ⅰ
動物飼育管理を通じ生体の特徴、衛生管理を
学ぶ

1
通

35 ○ ○ ○

○ グルーミング理論Ⅰ
犬種ごとのカット方法と犬種標準を学ぶ 1

通
30 ○ ○ ○

○ グルーミング実習Ⅰ
犬種ごとの扱いを学び、カット技術をマス
ターする

1
通

269 ○ ○ ○

○
ドッグコミュニケー
ションⅠ

クリッカー用品を活用したトレーニング実習 1
通

120 ○ ○ ○ ○

○ ドッグトレーニング
クリッカートレーニングの復習や、試験対策
等、必要項目の強化トレーニングを行う

1
通

30 ○ ○ ○

○ 動物看護実習Ⅰ
動物看護の基礎知識と手技の習得を目標とす
る

1
通

30 ○ ○ ○

○ 動物臨床検査学
検査の目的を解剖学的・生理学的知識ととも
に身につける

1
後

15 ○ ○ ○

○ 動物形態機能学
小動物の体の構造と機能を理解する。 1

通
30 ○ ○ ○

○ 動物衛生管理学
公衆衛生の基本的な考え方を理解し社会一般
への疾病予防を目的とする

1
前

15 ○ ○ ○

○ 動物臨床栄養学
犬猫に必要な栄養素・ライフステージ、ペッ
トフードと療法食や給餌法を学ぶ

1
後

15 ○ ○ ○

○ ペット概論
ペット飼養実態・ペット関連産業の概要・市
場規模の知識を得て適正飼養を考える

1
前

15 ○ ○ ○

○ 愛玩動物総論
愛玩検定取得に向けての試験体対策 1

通
42 ○ ○ ○

○ ビジネスマナーⅠ
社会人マナーやビジネス系検定取得を目指し
実践的に学ぶ

1
通

30 ○ ○ ○

○
志学Ⅰ・ヒューマンス
キル

人間性・職業教育を通して、社会人としての
より良い生き方主体的に考える

1
通

27 ○ ○ ○

○ 就職実務Ⅰ
基礎学の問題演習を通して、社会人として必
要な知識を身に付ける

1
後

15 ○ ○ ○

○ 企業実習Ⅰ
動物関連企業で実践を学び、企業内業務の補
助を行う

1
後

18 ○ ○ ○ ○

○ 特別授業Ⅰ
学生一人一人と向き合い、クラスのモチベー
ション向上を目指す

1
通

118 ○ ○ ○

○ 動物の世話管理実習Ⅱ
動物飼育管理を通じ生体の特徴、衛生管理の
学びを１年生へ指導する

2
前

8 ○ ○ ○

○ グルーミング理論Ⅱ
犬種ごとの標準カット方法を学ぶ 2

前
12 ○ ○ ○

○ グルーミング実習Ⅱ
犬種ごとの安全管理、犬の扱いを学び、カッ
ト技術を修得する

2
通

301 ○ ○ ○

○
ドッグコミュニケー
ションⅡ

クリッカー用品を活用したトレーニング実習 2
通

120 ○ ○ ○ ○

○ ドッグトレーニングⅡ
クリッカートレーニングの復習や、試験対策
等、必要項目の強化トレーニングを行う

2
通

30 ○ ○ ○

○ 動物看護実習Ⅱ
動物看護の基礎知識と手技の習得を目標とす
る

2
通

35 ○ ○ ○

○ 動物臨床検査実習
検体検査・生体検査に関する意義・基本的手
技を身に着ける

2
通

32 ○ ○ ○

○ 犬学
犬種ごとの特徴を学ぶ 2

通
30 ○ ○ ○ ○

授業科目等の概要
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○ パソコン実習
社会人として必要なビジネススキルに関わる
基礎的な内容を理解し手技を取得する

2
通

60 ○ ○ ○

○ 志学Ⅱ
社会の構造、企業の構造など、就職活動の具
体的な進め方について学習

2
通

8 ○ ○ ○

○ 就職実務Ⅱ
履歴書、面接、マナーについて学習する・基
礎学力向上を目指し、筆記試験対策も行う

2
通

30 ○ ○ ○

○ 企業実習Ⅱ
動物関連企業で実践を学び、企業内業務の補助を行
う

2
通

36 ○ ○ ○ ○

○ 特別授業Ⅱ
学生一人一人と向き合い、クラスのモチベー
ション向上を目指す

2
通

98 ○ ○ ○

○ JKC検定対策
犬種ごとの標準カット方法を学ぶ 3

通
18 ○ ○ ○

○ グルーミング実習Ⅲ
犬種ごとの扱いを学び、カット技術をマス
ターする

3
通

354 ○ ○ ○ ○

○
院内コミュニケーショ
ン

事前問診ができ、院内における他スタッフと
のコミュニケーションの基礎について理解す
る

3
前

15 ○ ○ ○

○
サロンコミュニケー
ション

グルーミングサロン内での接遇やクレーム対
応等をロールプレイングで学ぶ

3
後

15 ○ ○ ○

○ ペットショップ概論
ショップ開業・運営に関わる関連法令や流れ
について理解する

3
前

15 ○ ○ ○

○ 英会話
ペットショップでの英会話を学ぶ 3

後
15 ○ ○ ○

○ 繁殖学
主に犬の繁殖生理を理解し性周期・疾病予防
について理解する

3
通

30 ○ ○ ○ ○

○ 動物の病気
動物の主な疾患について知識を深め、適切な
体調管理について学ぶ

3
前

15 ○ ○ ○

○ 外科学実習
手術準備や手術中・術後管理、麻酔準備や記録、救
急救命などの知識と実践力を習得する

3
前

15 ○ 〇 ○

○ 選択授業
将来の目標に合わせて、より必要とする知識・技術を習得する。【グルー
ミング実習】【トレーニングアシスタント実習】【企業実習（ペット
ショップ等）】

3
通

144 ○ ○

○ 就職実務Ⅲ
履歴書、面接、マナーについて学習する・基礎学力
向上を目指し、筆記試験対策も行う

3
通

64 ○ ○ ○

○ 企業実習Ⅲ
動物関連企業で実践を学び、企業内業務の補
助を行う

3
前

30 ○ ○ ○ ○

○ 特別授業Ⅲ
学校行事、特別セミナー、卒業生講話など他
者との関わりを重点とする

3
通

85 ○ ○ ○

43科目

卒業要件及び履修方法 授業期間等
卒業要件：
　①基準検定の取得
　②出席状況　総授業時間の出席率90％以上
　③成績評価すべてＣ評価以上
　④授業料等が全て納入されている事

履修方法：
  ①評価試験
　　原則として科目毎に前期・後期終了時に評価試験結果とする。
　②出席状況
　③その他
　　授業態度・確認テスト・課題提出・検定試験などによって実施
　※原則として絶対評価

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 26週

合計 2,469単位時間(単位)

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

（文化・教養専門課程　動物看護・管理学科（3年制）　トータルペットケア専攻）令和6年度
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